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アクティビティ・ベースド・モデルとパーソントリップ調査を連携させた調査手法の構築

○全国におけるパーソントリップ調査（PT調査）の実施は減少傾向にある
〇都市交通施策が従来のハード整備中心のものから、公共交通の利用促進、都市機能や居住誘導等へ
と広がってきており、施策ニーズの変化に対応した効率的・効果的な調査手法が求められている

○効率的で多様な都市交通調査手法の構築のため、調査の選択肢の1つとして「アクティビティ・
ベースド・モデルとパーソントリップ調査を連携させた調査手法」の構築を目指す

出典：国土交通省「デジタル社会に対応した新しい都市交通調査体系の実現に向けて ～新たな都市交通調査体系のあり方に関する検討会 中間とりまとめ～」（令和4年7月）
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（参考）アクティビティ・ベースド・モデル（ABM）の実務での適用

○個人の1日の移動・活動を表現するアクティビティ・ベースド・モデルを用いたシミュレータの、
実務での適用が進んでいる

○交通量だけではなく、自宅周辺での活動の変化等の個人の行動に着目した指標を算出できる

■東京都市圏での適用例：在宅勤務の進展シナリオの分析

アクティビティ・ベースド・モデルの概要

・属性毎の行動が得られているPTデータを用いてモデルを作成
・PTデータの集計値と整合するようモデルを調整

7：30発

7：50着 9：00発

9：30着 12：30発

12：45着

13：00発

13：15着
17：30発

18：00着19：30発

20：00着
自宅

病院

カフェ

職場

コンビニ

・個人の１日の活動・移動を表現するモデル
・東京都市圏に居住する各個人の１日の活動・移動を推計

自宅周辺の活動は増加

90%

100%

110%

120%

現況 シナリオ

自宅周辺の活動量
対現況比率

現況
1,581万人・時間

2018型社会
1,619万人・時間

在宅勤務進展
1,757万人・時間

70%

80%

90%

100%

110%

現況 シナリオ

在宅勤務進展
41,173万人キロ

2018型社会
49,347万人キロ

現況
53,807万人キロ

鉄道の乗車人キロ
対現況比率

・従来よりも在宅勤務が増えたケースを設定
・アクティビティ型交通行動モデルを用いて指標を算出

鉄道乗車人キロは減少

資料：東京都市圏交通計画協議会「新たなライフスタイルを実現する人中心のモビリティネットワークと生活圏―転換点を迎えた東京都市圏の都市交通戦略―」（令和３年３月）をもとに作成

人口 交通NW 施設配置

アクティビティ・
ベースド・モデル

OD 外出率 活動時間

活動有無の選択

活動時刻の選択

活動場所の選択

交通手段の選択

PTデータ

属性情報を
活用して作成

集計値が整合
するよう調整

インプット

アウトプット

モデルの構造

アクティビティ・ベースド・モデルの実務での適用

・アクティビティ・ベースド・モデルは、1990年代から研究レベルでの開発・
適用が行われてきた（PCATS等）

・H30東京都市圏PT調査において、個人の行動の質的な変化を捉え
て評価するという観点から、実務適用が始められている
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調査手法の新たな選択肢と本検討の位置づけ

〇従来からPT調査が行われていない地域におけるデータ活用を促進するため、全国PT調査データを用
いて人の移動・活動データを生成する手法を開発を目指す

大サンプル
PT調査

小サンプル
PT調査

地域
モデル

ビッグ
データ等

× ×

小サンプル
PT調査

全国PT
モデル

ビッグ
データ等

× ×

小サンプル調査のデータで
地域のアクティビティ・ベースド・モデルを構築

①都市圏PT調査データを用いたシミュレータによるデータ生成

②全国PT調査データを用いたシミュレータによるデータ生成

従来の
調査体系
の代替

となる手法

簡易的・
概略的な
実態把握
手法

従来の
調査体系

新
た
な
選
択
肢
＊

移動・活動
データ

移動・活動
データ

移動・活動
データ

調査で得られたサンプルに
人口を乗じることで拡大補正

・統計的精度が説明
可能な地域の実態
を表したデータ

・詳細把握しようと
するとサンプル数
及び調査コスト大

全国PTで構築された
アクティビティ・ベースド・モデルを活用

本検討の検討対象となる手法

＊現時点で想定される主なもの

・地域の行動特性を
用いて、ビッグ
データ等の地域の
実態に合うように
推計したデータ※

・サンプル数及び調
査コストを抑えら
れる

・全国の平均的な行動
特性を用いて、ビッ
グデータ等の地域の
実態に合うよう推計
したデータ※

・調査やモデル構築の
コストが抑えられる

➡従来からPT調査が行わ
れていない地域や継続実
施が困難な地域を対象に

※人の移動や活動をモデル化し簡易的に表現しているため、
実態を直接把握した従来のPTデータの完全な代替とはならない



新たな都市交通調査の実現に向けたロードマップ

※赤字が本検討のメインテーマ

A.都市活動の
リモート化に対応した
新たな都市交通調査
手法の開発

D.新たな
都市交通調査に係る
手引きの作成

B.効率的で多様な
都市交通調査手法の
構築

C.都市交通調査の
データ利活用の促進

全国PTを活用したシミュレータ開発

地域毎に個性
のある都市交通
調査の促進

試行調査

R6 R7R5R4 R8～

データオープン化に
向けたルール検討

「活動」の把握方法の検討

プラットフォーム構築

全国PT
調査

データ
反映

中
間
と
り
ま
と
め

全国PT
企画

メンテナンス継続

帯広、宇都宮、
新潟、西遠、中京、
松山、熊本等

調査アプリの開発 調査アプリ改良

メンテナンス継続

データ標準仕様の検討

機能検証・UC開発

随時、都市圏調査を支援

（仮称）都市交通調査
ガイダンス公表

Webモニター試行調査 モニター活用方策検討

ビッグデータ活用手法の整理

WEB調査ｼｽﾃﾑ等開発

簡易分析・可視化のためのツール開発

３D都市モデル等との連携の検討

コンテンツの充実を継続
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（参考）都市交通調査の深度化に向けた検討委員会の概要

・アクティビティ・ベースド・シミュレータは、個人単
位で活動や移動を推計するため、調査の実施自体が難
しい小規模な都市圏向けに、全国都市交通特性調査の
結果を用いて、一定の都市規模毎に構築したシミュ
レーションモデルにより、必要な施策検討に活用可能
な疑似データを生成することができる可能性がある

・また、交通需要以外の面からの政策目的への効果など
が定量的に評価可能となることから、施策評価手法の
新たな選択肢としても、アクティビティ・ベースド・
シミュレータの開発に取り組むべきである

・このような状況を踏まえ、全国都市交通特性調査の結
果を用いたアクティビティ・ベースド・シミュレータ
のあり方を検討し、効率的で多様な都市交通調査手法
の構築に寄与するため、有識者からなる検討委員会を
設立する

設立目的 検討委員会メンバー ◎：委員長

林 和眞
東京都市大学
大学院環境情報学研究科
都市生活学専攻准教授

佐々木邦明
早稲田大学理工学術院
創造理工学部教授

◎ 羽藤 英二
東京大学
大学院工学系研究科
社会基盤学専攻教授

原 祐輔
東北大学
大学院情報科学研究科
人間社会情報科学専攻准教授

福田 大輔
東京大学
大学院工学系研究科
社会基盤学専攻教授

開催状況

回 日 主な議題

第1回
R4
10.12

・検討の全体像及びR4年度の検討事項
に関するディスカッション

・アクティビティ・ベースド・シミュ
レータの構造

第2回
R5
1.25

・アクティビティ・ベースド・シミュ
レータの推計結果をふまえた討議

第3回
R5
3.9

・ビッグデータ等による補正結果をふ
まえた討議

・R5年度の検討方針に関するディス
カッション

【事務局】
国土交通省国土技術政策総合研究所都市研究部
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○立地適正化、公共交通利用促進、ウォーカブル等の様々な施策の検討の効率化・高度化に資するよ
う、また地方公共団体等によるデータのさらなる利活用を目指したシミュレータ開発を目指す

○一人一人の行動を表現するモデル（アクティビティ・ベースド・モデル）をコアとしつつ、地域で
取得された移動・活動の実態データの特性を反映可能にすることで、既存の実態データと整合が図
られた一人一人の移動・活動のデータを生成するシミュレータを目指す

〇全国PT調査データを用いて、国がシミュレータを開発・提供することで、各地方公共団体が簡便に
利用できるような仕組みを用意する

各都市の
基礎データ

移動・活動の実態データ

※標準的なモデルは全国PT調査データを用いて作成

本検討のねらいと開発する手法の概要

人口

交通

施設

小サンプルPT
調査データ

ビッグデータ

インプット

標準的な※

アクティビティ・
ベースド・モデル

地域特性を加味した
アクティビティ・
ベースド・モデル

アウトプット
データ

一人一人の
移動・活動

集計データ

・目的手段別OD
・交通手段分担率
・外出率・原単位
・移動・活動時間
・滞留人口 etc…

現況
分析へ

将来
推計へ

施策
評価へ

補正
して
更新

シミュレータ

一人一人の1日の移動・活動を表現
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今回開発する手法のポイント

１ PT調査の実施が困難な場合でも、
都市内の人の流動を捉えられる！

2 施策効果（将来の人の流動変化）
を予測できる！

・大規模なPT調査を実施せずとも、都市内の人の流動
の全体像を＊、活動目的とセットで、マルチモーダル
に捉えられる

・都市機能配置や交通政策の検討（立地適正化計画や地
域公共交通計画等）を考えるEBPMの材料になる

・人の流動の現況推計だけでなく、施策案に対する効果
予測としての将来推計ができる

・量だけでなく、1人1人の移動・活動の質を把握できる
・施策検討に本来必要なプロセス（シミュレーション・
事前評価）が本格的にできるようになる

将来の地域像 指標
シナリオ

A Ｂ Ｃ

暮らし：
外出率

○％ □％ △％

交通：
利用者数

○人 □人 △人

環境 … … …

防災 … … …

… … … …

4 誰もが自らの都市に最適な施策を
検討できる！

3 追加の実態データやモデル拡張で、
より多様な施策を検討できる！

・各都市の基礎データ等を用意すれば取り組むことが可
能で、今までPTデータを活用できていなかった都市、
継続的なPTデータ取得が困難な都市でも活用できる

・データのオープン化にも対応しており、他都市との情
報交換が容易になるほか、民間での活用にもつながる

・GPS等の詳細な空間解像度で実態が把握可能なデータ
や公共交通の利用実態が把握可能なデータを組み合わ
せることで、よりミクロな施策への活用も可能になる

・最新の実態データで更新することで、経年的な変化の
分析等への活用ができる

＊人口5,000人～数万人程度の大きさのエリア間の流動を想定
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ポイント①～③補足：政策・施策への活用イメージ

広域的な都市機能配置や
交通政策の検討への活用

（都市マスタープラン・立地適正化計画・
地域公共交通計画等）

・人の集まる場所と後背圏を目的別や交通
手段別に捉え、広域的な機能配置や交通
ネットワークの検討に＊

・属性別の行動を捉え、移動・活動に対し
て誰にどんな課題があるかを明らかに

・将来や施策後の人の動きの変化もシミュ
レーションしながら戦略評価に活用

詳細な解像度の
ビッグデータ等
で補正

公共交通の
利用実態で補正

移動軌跡を追加
で推計

○これまで、パーソントリップ調査が強みとしてきた、広域的な都市機能の配置や交通政策の検討へ
の活用を主眼とする

〇また、実態データの追加やモデルの拡張することにより、詳細な公共交通施策の検討、個別施設の
配置検討、ウォーカブルなまちづくりの検討等にも活用できるようにすることを想定

まちなかの回遊促進施策への活用
（ウォーカブル、道路空間再編、駐車場配置等）

72.7

77.6

118.2

123.5

0 30 60 90 120 150 180 210

平日

休日

移動時間 滞在時間

（分）

190.9分

201.1分

0～0.05
0.05～0.1
0.1～0.2
0.2～0.4
0.4～0.8
0.8～

※20mメッシュ内の
GPSの測位点の数/中
心市街地来訪者数

・来訪者の属性や目的、
交通手段をとらえ、地
区の特性を理解

・地区内での人の集まる
場所や回遊状況を把握

個別地区や施設等の利活用への活用
（中心市街地活性化、公共施設再編等）

・中心市街地や公共施設
等の後背圏や利用者特
性を把握し、活性化や
施設の再配置等に活用

公共交通の路線再編や利用促進への活用
（利便増進事業、新モビリティ導入等）

・詳細な地域での居住者特
性や公共交通利用の把握

・誰の何の目的で利用かを
把握し利用促進に活用

地区の
後背圏

地区の
利用属性目的手段ゾーン間OD

※シミュレータを各都市の「小サンプルPT調査」等の実態データで補正することを「基本となる活用」とする

基本※となる活用 追加の実態データ・モデルを用いた拡張

属性別の行動（外出率、分担率等）

詳細ゾーン別の
交通利用状況

公共交通の利用属性

歩行者数地区内の滞在時間

＊人口5,000人～数万人程度のゾーンサイズ
（中～大ゾーン）を想定



ポイント④補足：シミュレータの使い方のイメージ

○シミュレータは国で開発・提供することで、各都市では基礎データ及び移動・活動の実態データを
用意すれば、シミュレータによるデータ生成や施策評価を簡易に行えるようにする

シミュレータの使い方のイメージ

小サンプルPT調査
の実施、ビッグ
データ等の調達※

※使い方のイメージや必要データは現時点での想定

シミュレータを
国から入手※

※提供方法は今後要検討

各都市の基礎
データの整備

シミュレータによる
データ生成・施策評価へ
の活用※

※どういったデータの整備が必須で、
施策に応じてどのような追加デー
タが必要は、今後の検討で整理

全国PT調査データを用いて国が開発・提供
（補正プログラムとセットで提供）

各都市で用意が必要なデータ

各都市で整備（必須）

国勢調査等

交通ネットワーク
や地点間の所要
時間、運賃等

都市計画基礎調査、
国土数値情報等

施策に応じて追加調達

携帯電話基地局、
GPS、公共交通利用
者数、ETC2.0等

10

※シミュレーション活用上の留意点を記載した
マニュアルを用意

※自治体職員やコンサルタントでも扱いやすい
ようなGUIや可視化機能も今後検討

施策等の設定機能、出力結果の検証機能、ダッシュボード等の可視化機能等
が付与されたGUIを開発・提供



人口データ
（国勢調査等）

個人データ生成
モデル

個人データ
生成

個人データ
※性年齢、居住地、就業状態、勤務地、
世帯構成、免許保有等を付与

アクティビティ・
ベースド・モデル

（ABM）

各個人の一日の移動・活動データ
（PT調査のマスターデータに相当）

アクティビティ
（行動データ）
生成

地点間交通
サービスデータ
（LOSデータ）

施設データ
（事業所、店舗、
公共施設等）

将来的には施設や交通サービスが
居住地等の選択に与える影響考慮

○個人データ、アクティビティ、移動軌跡生成の各段階を組み合わせ、小サンプルPT調査やビッグ
データ等の実態データと整合するように、人の移動・活動を生成するシミュレータを目指す

自動車
経路配分

公共交通
経路配分

歩行回遊
など

各交通手段の
交通ネット
ワークデータ

（DRM、GTFS等）

各個人の一日の移動・活動データ
（途中の移動経路の情報も付与）

断面観測交通量
（トラカン、乗降客数、歩行者数等）

補正

移動軌跡
生成

※混雑等の影響も加味

小サンプルPT調査（分担率等）
ビッグデータ（滞留人口等）

モデルの補正

（比較・検証）

補正

全国PT

パラメータ
（属性等）

情報

パラメータ
（行動特性等）

情報

シミュレータの内容の全体像

11



Ⅰ 全国PT調査データを活用したシミュレータの検討

１）モデルの設計

・個人データ生成モデル

・アクティビティ・ベースド・モデル

２）モデルの推定及びシミュレータの構築

・モデルのパラメータ推定

・モデルの汎化性能の検証

・モデルを組合せたシミュレータ構築

３）性能検証

・ PT調査実施済みの地方都市圏でシミュレータ

を適用し、シミュレーション結果とPTデータを比較

Ⅱ シミュレータの補正に関する検討

１）既存統計データによる補正

・小サンプルPTデータによる補正

２）ビッグデータによる補正

・携帯電話基地局データや公共交通利用者数

データ等による補正

アクティビティ・
ベースド・モデル

（ABM）

個人データ生成
モデル

個人データ

各個人の一日の移動・活動
データ（補正前）

各個人の一日の移動・活動
データ（補正後）

ビッグデータ
（滞留人口等）

小サンプルPT調査
（分担率等）

補正

補正

山
形
都
市
圏
Ｐ
Ｔ
デ
ー
タ

今年度の検討事項
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STEP1 各個人の属性を付与する確率モデルを適用し、各属性が付与された個人

データを一度生成する

STEP2 母数となるデータ（夜間人口等）に合うよう、個人のウェイトを補正

（もしくはリサンプリング）を行う

属性（就業、免許保有等）
を付与する確率モデル

（ベイジアンネットワーク）

※IPF（Iterative Proportional Fitting）法とは、複数の周辺分布（今回の場合、母数データ）に合うように、同時分布
（今回の場合、各属性が付与された個人データ）の拡大係数を算出する方法

性年齢別
夜間人口

母数データに合わせるように
補正・リサンプリング

（IPF法など）

各属性が付与された
個人データ（仮）

母数データ（国勢調査など）

性年齢別夜間人口、就業別夜間人口、
従業人口など

各属性が付与された
個人データ

STEP1 STEP2

全国PT
【速報版】
を用いて
作成

個人データ生成モデルの概要

○様々な属性が付与された個人データが、アクティビティ・ベースド・モデルのインプットデータと
して必要

○以下の2ステップにより、国勢調査の夜間人口等と整合した個人データ生成方法を検討
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○全国PT【速報版】を用いて構築したモデルを山形都市圏で適用し、山形PTで取得された属性構成と
比較した結果、全体の傾向については概ね表現されていることを確認

○自動車有無が過小に推計される等の課題もあるため、地域特性の考慮等による改善は引き続き検討

個人データ生成の検討状況：山形PTとの再現性検証

■属性を付与するための確率モデル（ベイジアン
ネットワーク）の概要

■年齢別の就業形態構成比の再現性

全体としておおむね傾向は再現
ただし、60-74歳の高齢者等では、
就業形態の構成比に5%以上の乖離

があるカテゴリもみられる

■各属性の構成比の再現性

※全国PT【速報版】の都市類型4-10の全てのデータを用いて推定

• 各属性の依存関係を表現するとともに、個々の変数の関係を
条件付き確率で表現する確率モデル

• 全国PTデータ【速報版】を用いて構造推定し、以下の関係性
が得られた
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属性 実績 推計 属性 実績 推計

就業
形態

自営業 7% 7% 免許
有無

あり 76% 74%

正規職員 26& 28% なし 24% 26%

非正規 12% 15% 自動
車有
無

あり 74% 69%

その他
就業

5% 5% なし 26% 31%

学生 13% 13& 世帯
人数

1人 11% 13%

主婦主夫 12% 10% 2人 29% 32%

無職 26% 22% 3人以上 59% 56%

各属性現況を再現、ただし自動車有無は5%の乖離が見られる



アクティビティ・
ベースド・モデル
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アクティビティ・ベースド・モデル（ABM）の概要

○個人の1日の移動・活動を推計するにあたり、一日の全体のスケジュールをふまえながら、各行動
を決める個人を想定し、ツアー型のアクティビティ・ベースド・モデルを採用

○先に大まかな動き（ツアー）を決定し、残り時間内で立ち寄りが発生するように行動をモデル化

○目的として通勤、通学、業務、送迎、通院、買物、私事の7つを考慮

・アクティビティ・ベースド・モデルとは、個人の
１日の移動・活動を表現するモデル

・属性毎の行動が得られているPTデータを用いて
モデルを作成

OD 外出率 活動時間

PTデータ

属性情報を
活用して作成

人口 交通NW
施設配置

１人1人の移動・活動

インプット

アウトプット

自宅

勤務先

9:00着
18:00発

自宅

勤務先

買物先
食事先

・一日の全体のスケジュールをふまえながら、各行動を決める個人
を想定し、ツアー型のモデル構造を採用

・7つの目的（通勤、通学、業務、送迎、通院、買物、私事）を考慮

※各モデルは離散選択モデル（ロジットモデル）を用いてモデル化（ただし、活動継続時間モデルの
み生存時間モデルを用いてモデル化）

ツアーのイメージ

立ち寄りのイメージ

集計
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（参考）ABMの構築に用いる全国PTデータ

■全国PT調査の調査用都市類型

※今年度はグルーピングは行わず、都市類型4-10全てのデータを用い
てアクティビティ・ベースド・モデルを構築（上記パターン１）
※グルーピングの検討においては調査用都市類型を基本としつつも、
必要に応じて調査用都市類型以外の都市のグルーピングも検討

4 5

6

8 9 10

7

4 5

6

8 9 10

7

■都市のグルーピングの検討イメージ

4 5

6

8 9 10

7

パ
タ
ー
ン
１

パ
タ
ー
ン
２

パ
タ
ー
ン
３

○三大都市圏以外の地方都市が、開発する手法の主な適用対象になるため、地方都市の全国PTデー
タ【速報版】を用いたモデルの検討を行う

○地方都市の行動特性を反映した標準的なシミュレータを目指すため、適切な都市のグルーピング
については今後検討する

グルーピングのパターン
ごとに、行動特性（弾力
性等）、分担率等の再現
性、予測性能（尤度比
等）を比較しつつ、地方
都市の特徴を反映しつつ
も、他都市への適用可能
性を確保したモデル構築
を目指す

今年度の検討で用いた全国PTデータの対象都市



○全国PTを用いて構築したABMを適用し、 R3全国PTデータ（推定に用いたデータ）及びH29山形PT
データへの再現性の確認を実施

○外出率や目的別発生トリップに関して比較すると、R3全国PTへの再現性は高いが、H29山形PTに対
して過小となる傾向にある（コロナによる外出率・トリップ数の減少が要因として大きいと考えられる）

ABMの検討状況：全国PT及び山形PTとの再現性検証①（外出率、目的別発生トリップ）

R3全国
PT【速
報版】
との比
較

H29山形
PTとの
比較

※ABMの推定には都市類型4-10の全国PTデータを使用し、実績との比較は都市類型8のみで行った

年齢別の外出率の
傾向は概ね再現

目的別の発生トリップ数
の傾向は概ね再現

推計値は
数%～20%程度低い

通勤等は約20%
推計値が少ない
また私事が半数
以下と少ない
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■年齢階層別外出率の比較 ■目的別トリップ数の比較

※棒グラフの数値は実績からの差分の割合

年齢階層（5は5～9歳を表す）



中長距離での

鉄道・バスが

再現されてない
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ABMの検討状況：全国PT及び山形PTとの再現性検証②（分担率、着トリップ分布）

■距離帯別分担率の比較

R3全国
PT【速
報版】
との比
較

H29山形
PTとの
比較

ゾーン間距離（km） ※15km以上は非表示

■中ゾーン着トリップの山形PTとの比較

※ABMの推定には都市類型4-10の全国PTデータを使用し、実績との比較は都市類型8のみで行った

○分担率の再現性を検証すると、全国PTと山形PTの両方に関して概ね傾向は再現しているものの、山
形の私事では、鉄道やバストリップが推計では表現されておらず、公共交通の再現に課題がある

○着トリップの比較を行うと、例えば私事では中ゾーンの相関はみられるが、買物では相関が低く、
中心市街地や特定施設へのトリップ集中の表現に課題がある

買
物

私
事

イオン山形北店

山形駅前

山形駅前

イオンモール
天童店

R2=0.486

R2=0.861

私事

通勤

私事

通勤
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シミュレータの補正の方針

○シミュレーション結果の目的別発生トリップ数、目的別トリップ集中量・OD量および交通手段分
担率の補正を主眼とし、効率的※に補正可能な手法・データを検討
※より少ないサンプル数で精度担保できるPTデータの集計値、安価に取得できるビッグデータ

■補正方法■補正の視点と補正に用いる実態データの想定

補正の視点
補正に用いる実態データ

PTデータ ビッグデータ等

発生量 地域別属性別の
発生量で補正

地域別属性別
の発生量

－

目的地 地域間の大まか
なＯＤで補正

地域間目的別
大ゾーンＯＤ

－

滞留人口で補正 － 携帯電話基地局、
GPS等

交通
手段

地域毎の分担率
で補正

地域別分担率 －

特定地域（中心
地、鉄道沿線
等）を補正

特定地域の
目的別分担率

－

公共交通利用者
数の補正

－ 公共交通の乗降
履歴データ等

自動車OD分布の
補正

－ ETC2.0等

STEP① シミュレーション結果の補正

・シミュレーション結果（各個人の1日の移動・
活動データ）の集計値と補正データが整合する
ように、各個人の重みを調整

・重みの調整には、IPF（Iterative Proportional 
Fitting）等を活用

STEP② モデルの補正

・①で補正したシミュレーション結果を活用し、
モデルのパラメータを更新（再推定）すること
で、モデルを補正（今年度は未実施）



○小サンプルPTデータによる補正で、中サンプルPTデータによる補正と同程度の補正結果が得られた。

○さらに小サンプルのPTデータでの補正、ビッグデータでの補正を見据えて補正方法の検討を継続。

補正

シミュレータの補正の検討状況：山形PTを用いた試行

■補正のパターン

■補正結果 中ゾーン別私事トリップ集中量

20

凡例

補正前

凡例

補正前

パターン①（中ゾーンで補正）

補正項目
パターン①：中サンプルPT

10,000サンプル程度

パターン②：小サンプルPT
4,000サンプル程度

発生量 市区町村別目的別発生量 市区町村別目的別属性別生量

目的地 • 着地中ゾーン別目的別集中量 • 着地大ゾーン別目的別集中量

交通手段 • 着地大ゾーン別目的別手段別集中量 • 着地中心駅距離帯別目的別手段別集中量

人口
• 小ゾーン別性年齢5歳階級別夜間人口
• 市区町村別就業・非就業人口

パターン②（大ゾーンで補正）



今後の検討課題

ロードマップ

○シミュレータの改善検討
・個人データ生成モデルの改善
・アクティビティ・ベースド・モデル：施策評価にも配慮した目的地選択・交通手段選択（特に公共交通）等のモデル改善、
モデルの汎化性能の検証・都市間の移転性及びグルーピングの検討

・山形PT以外のPTデータを用いた外部検証（西遠PT等のコロナ後に実施された都市圏）

○シミュレータの補正検討
・公共交通利用者数やETC2.0等の、移動・活動の実態データに合わせた補正の検討
・アクティビティ・ベースド・モデルの補正方法の検討及び実装

今後の検討課題とロードマップ

全国PT
ｼﾐｭﾚｰﾀ
開発

個人データ生成モデル

データ
反映

ﾕｰｽｹｰｽ
開発

山形都市圏

適用
普及

中
間

と
り
ま
と
め

シミュレータの補正

R6 R7R5R4 R8～

全国
PT調査

全国
PT

全国PT
事前検討

アクティビティ・ベースド・モデル

プラットフォーム
リリース

R4PT調査
実施都市など

シミュレータの改善

シミュレータの補正

（仮称）都市交通調査
ガイダンス公表

シミュレータの検討結果もふまえ
必要な全国PTデータを検討

UC継続

コンテンツを充実させていく
シミュレータ
アルファ版

本リリース

移動軌跡の拡張

継続改良

居住地・立地選択の拡張

シミュレータ
技術レポート

シミュレータ活用マニュアル
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